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ロータリーソング「手に手つないで」  
●本日のメニュー  
	
 季節のお弁当	
 とんがり帽子 
●本日のお客様 
 
公益財団法人オイスカ中部日本研修センター	
 参事	
 村松	
 明様 
公益財団法人オイスカ中部日本研修センター	
 職員	
 筑田夏菜子様 
豊橋ゴールデンＲＣ	
 小嶋和四郎君 

 
	
 	
 会 長 挨 拶  
 
	
 今朝、テレビをつけたら女性のアナウンサーが変な格好をして

ニュースを読んでいました。何だ、と思いましたら今日はハロウ

ィンという事でした。これはキリスト教の一つの行事になるわけ

ですが、そう考えるとクリスマスやバレンタインもそうなります。

RCの中には仏教に関係のある人が何人かいるわけですが、仏教の
こういった行事はあまりないと思います。ぜひ宗派にとらわれず、

経済発展のために仏教のこういう行事を広めていってもらいたいと考えます。 
	
 本日は、ある調査でおもしろい数字がありますので、少しお話したいと思います。 
	
 進化論の調査ですが、アメリカの有名な調査会社ギャロップが進化論を信じるかという調査

を行った結果、アメリカ人で信じる人は４０％、調査会社ハリスが調査したら２２％でした。

その他の人達がどのように考えているかと言いますと、人をはじめ宇宙のシステムは神が作っ

たとなっています。旧約聖書にこの世は神が７日間で作ったものだと書いてあります。最近は

神が作ったとなると宗教がらみだという事になり、学校で教えられないので、「神が」という部

分が「Intelligent Design」、要するに、高度な知性をもった人がデザインをしたという事で、
宗教をはずして学校で教えたいという運動が非常に進んできています。この大本がイラク戦争

を始めたジョージ・ブッシュで、盛んにこの運動を進めています。 

第２６１５回例会 平成２４年１０月３１日(水) 



※三週連続出席率 100％の場合は記念品を差し上げます。  

	
 神が作った論、知性を持った人が作った論、進化論などいろんな説を考えてみますと、人間

６０兆個の細胞がある中で、各細胞の役割を考えると進化論だけで説明がつくのかと思いまし

た。誰かが作ったと考えた方が説明つくのではないだろうかと考えました。 
	
 このような説を信じている人に教育、説得していくのは非常に難しいと思います。ノーベル

賞をもらった山中先生の細胞も、一つの細胞の形態、進化であるわけですが、もし神が何かや

ってくれるなら、こんなうまい事はないと考える次第でございます。 
	
 

	
 	
 幹 事 報 告  
 
・	
 例会変更等は幹事報告書の通りでございます。 
・	
 第２７６０地区ガバナー事務所より、２０１５〜２０１６年度

ガバナーノミニーに、瀬戸ＲＣのヤマキ電器（株）代表取締役

会長加藤陽一君選出のお報せが届いております。	
 

・	
 １１月７日に、第５回理事会が２０１号室で例会終了後にござ

いますので、よろしくお願い致します。	
 

・	
 東日本大震災の被災者支援会の募金の納入ですが、来週に６,０００円、納入の封書をお渡

ししますのでよろしくお願い致します。	
 

・	
 インターミーティングについて。碧南ＲＣがホストとして開催しますので全員登録です。登

録料１万円よろしくお願いします。	
 

・	
 地区委員の方、推薦で地区に出向しませんかと募集をかけましたが、残念ながら当クラブは

ゼロという事で、委員会に報告させて頂きます。	
 
 

	
  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励委員会＞ 

 
 
 
 
 
 

 
 
＜ニコボックス委員会＞ 
豊橋ゴールデンＲＣ小嶋和四郎君 
  メーキャップをさせて頂きます。１１月１５日から碧南市で事業をさせて頂

くことになりました。皆様にはこれからお世話になります。 
杉浦	
 健次君 過日の義父の葬儀にはＪＣ２２年会の皆様には大変お世話になりました。 
  又、ご会葬頂きました皆様にも感謝申し上げます。ありがとうございます。 
黒田	
 昌司君 無事に地区大会が終わりました。会員皆さんありがとうございました。 
木村	
 徳雄君  
小笠原良治君 昨日から４ヶ月ぶりにリハビリを再開しました。又、ガンバリます！キリン

	
 総会員数 68名 (内出席免除者 13名の内出席者 10名)出席者 56名 

	
 出席対象者	
 56／65名 	
 	
 出	
 席	
 率	
 	
 	
 	
 86.15％ 

	
 欠席者 12名(病欠者 0名) 	
 	
 前々回修正出席率	
 100％ 

木村徳雄幹事 



筑田夏菜子様 

の仲間、ペンギンが生まれました。機会があれば是非試食してみて下さい！ 
伊藤	
 正幸君 ちょっといい事がありました。 
竹中	
 	
 誠君 本日の卓話講師を紹介致します。 
杉浦	
 栄次君 一つ心配事が解決しました。 
 

 卓 	
 話  
 
「オイスカの国際協力」  
公益財団法人オイスカ中部日本研修センター職員	
 筑田夏菜子様 
 
 
 
 
 
	
 私、先ほどご紹介頂きましたオイスカの中部センターの筑田夏菜子と申します。本日は、オ

イスカの国際協力の活動の紹介のお時間を頂きまして、誠にありがとうございます。それでは、

さっそくですが、オイスカの活動についてご紹介させて頂きたいと思います。 
	
 オイスカはホームを日本におきまして、現在、３０の国と地域に組織をもつ、国際 NGO で
す。オイスカは、１９６１年に設立されまして、全ての人々が様々な違いを乗り越えて共存し、

地球上のあらゆる生命の基盤を守り、育てようとする世界を目指し、設立されました。２０１

１年に創立５０周年を迎えた現在は、アジア太平洋、南南米地域を中心に、農村、地域開発や、

環境保全活動に力を入れ、青年が地域のリーダーとなれるように研修を通して、人づくりを行

っております。オイスカで学んだ研修生達は、現在地域のリーダーとなって、各国で活動して

います。 
	
 まず、オイスカが誕生した背景について少し説明したいと思います。 
	
 オイスカが誕生する前の、第二次世界大戦が終わり、国民が復興に向け一心不乱に突き進ん

だ結果、目覚ましい復興を遂げ、高度経済成長を迎えた日本は、物質的にとても豊かになって

いきました。その時代の中、オイスカの創設者の中野與之助は、「日本人は物質的には豊かに

なる事ができたが、その代償として日本人が本来持っていた精神面の豊かさが、見られなくな

ってきたのではないか」と危惧をしました。中野與之助の呼びかけにより、１９６１年１０月、

１８カ国から４６０名の参加による、精神文化国際会議が行われました。常設機関として「精

神文化国際機構」ができました。１９６０年代中頃にアジア各地で、干ばつが継続的に発生し

まして、何十万人もの餓死者がでる事になりました。そこでオイスカはまず、食料を生み出す

農業が大切だと考え、農業協力を開始しました。農業に精通した篤農家などを募り、インドを

皮切りに、フィリピンやバングラディシュなどに派遣しました。彼らは農村に入り、現地の人々

と共に働きながら安定した食料生産と、農業発展を目指して活動しました。現地にモデル農場

を開設して、農業の改良復旧に努めました。また活動していく中で、日本人が現地で活動して

いる間だけではなく、現地の人達が自分の食べ物を継続的に作るために、現地の人達が自分達

の力だけで作らなければならないという想いを痛感しました。日本人はあくまでアシスタント









として、現地の人々に自助努力の意識を持ってもらう必要性を感じました。現地の人達の自助

努力を進めるために、農村の中で農業を教えられる青年リーダーの育成に力を注ぐ事にしまし

た。１９６０年代後半、自立した青年リーダーを育成するため、国内外に研修センターを設け、

独自の農業活動の中で人づくり活動を始めました。	
 

	
 現在日本には、愛知にあります中部研修センター、西日本研修センター、四国研修センター、

関西研修センターがございます。１万人以上の海外からの研修生が卒業しています。	
 

	
 また１９７０年代後半になると、アジアで伐採された木材が日本に大量に輸出されるように

なりました。さらに無計画な焼畑農業や過度な伐採により、森林が減少し、そのまま放置され

る状態になりました。そのため山間部で土壌が流出し、はげ山が増えました。安定した農業生

産ができないと各地から報告があがりました。そのため、アジア各地で植林活動が開始される

事となりました。１９８０年、日本国内で苗木１本の国際協力の活動を立上げ、森林減少の危

機にある途上国の現状を伝え、全国規模で募金活動を開始しました。また、日本からアジア各

地に有志達が出かけて、地域住民と共に植林活動を行う活動が始まり、農業ボランティアに続

き、植林ボランティアの活動も始まりました。しかし、現地の人達は植林する意識が全くなく、

日当をもらう目的で来ていました。人々の生活は貧困の方が大きく、木を植えなさいと言って

もいくらくれるのかといった答えしかくれませんでした。このままではダメだと思い、子供達

に緑の大切さを教える活動を開始しました。それが１９９１年に始まった子供の森計画です。

フィリピンの１７校の学校を対象にスタートしました。また、地域の中心に拠点を置く事で、

教師や親などにもコミュニティーが広がるようになりました。現在では４,５００を超える国と

地域で活動をしており、アジアを越え、南米、アフリカにも広がりをみせています。	
 

	
 現在オイスカでは４つの柱の基に活動を行っています。	
 

	
 １つは人材育成という事で、ふるさとを大切にする人づくりのために、教育活動がかかせま

せん。教育は地域の産業発展に不可欠な要素となります。オイスカが考える教育は、研修や体

験を通して学ぶという事です。人が飢える事なく生きられるように、農業技術支援や人材育成

により、持続可能な地域育成に力を入れています。人々の生活を守るため、自然の再生、保全

がかかせません。人間は地球の一部であり、地球上の命あるものと共存していく事が大切です。

全ての生命と調和した生活を目指しています。	
 

	
 子供の森計画についてですが、コミュニティーの将来を担っている子供達を対象としました。

場所はコミュニティーの中心にある学校、その校庭、周辺の森林などです。子供達は実際に植

林をして管理も行い、ただ緑化をするわけではなく、子供達の環境教育を重要視しています。

こういった活動を支えているのが、オイスカの国内外で研修をしたＯＢです。２０年を迎えた

現在では、子供達が植えた木が育ち、森林となっています。現在参加しているのは２９の国と

地域で、参加学校は４,５３４校にのぼっています。主な活動としては、植林活動、苗木の育成、

植物の育て方を体験し自分たちの木に愛着を持てるように育てます。また、多くの途上国でゴ

ミの分別をしておらず、子供達にゴミの分別の必要性、ゴミからリサイクルできる事を教えて

います。	
 

	
 海外の活動では、農村開発という事でフィリピンのネグロス島では、養蚕プロジェクトを行

っております。砂糖の価格暴落によって飢餓の島と言われたネグロス島で、日本の養蚕技術を



伝えて養蚕の普及を進めています。また、中国の内モンゴルでは環境保全及び農村開発の活動

として、砂漠化防止プロジェクトを行っています。砂漠化が急激に進む自治区アラシャンでは、

８,０００ｋｍのグリーンベルト作りを目指して活動しています。また、フィジーではリゾート

ホテルの開発などで水質汚染が広がり、珊瑚の白化が進んでいます。漁業の捕獲量も減ってき

ている現状があります。オイスカでは、珊瑚の増殖や移植というプロジェクトも進めています。	
 

	
 国内の活動では富士山の森づくりを２００７年から活動をしております。１００ヘクタール

の土地を借りて５種類の広葉樹の苗木を飢えています。現在でのべ４,０００人の方に参加して

頂いています。植林の総面積は４０ヘクタールになります。３７,０００本の苗木を植える事が

できました。５年目の２０１１年で植林は終了しました。２０１２年からは、植えた苗木の管

理・保全を行っております。２０１１年の東日本大震災で海岸林が無くなり、改めて海岸林の

重要性が分かりました。宮城県の名取市で、１００ヘクタールの土地で１０年計画で黒松の植

林計画を進めています。その際タイで募金活動があり、８０万円も集まりました。２０１１年、

タイでも大洪水があり、日本からも１００万円以上の募金が送られました。こういった形で、

草の根レベルの活動の積み重ねがこうした心の交流に繋がり、緊急時に国を越えて助け合う絆

を生んでいる事を、改めて気づかされました。	
 

	
 私が在籍しておりますオイスカの研修センターを紹介しますと、１９６７年に岡崎の研修セ

ンターから始まり、現在豊田市にありまして、２３年こちらで活動を行っております。受け入

れの研修生は約３０カ国、５００人以上にのぼります。自然有機栽培による畑作、稲作などの

実践を通して研修生達が学んでおります。 
 
 
 
 
 
 
 

次回例会案内	
 平成 24 年 11 月 14 日（水）  
卓話「未定」  

アイシン精機株式会社	
 環境部  部長	
 小木曽  保幸氏  


